
は
じ
め
に

緊

楽

第

行

幸

の

行

列
に
つ
い

て

天
正

一
六
年

(
一
五
八
八
)
四
月
に
､
秀
吉
は
後
陽
成
天
皇
を
舞
楽
第
に
迎
え
､

こ
の
際
に
京
都
の
地
子
銀
五
五
三

〇
両
余
を
禁
裏
御
料
と
し
て
進
上
し
､
米
地
子
八

〇
〇
石
を
院
御
所
と
智
仁
親
王
に
進
上
し
て
､
更
に
近
江
高
島
郡
八

〇
〇
〇
石
を
公

家
と
門
跡
に
寄
進
し
た
｡
ま
た
､
諸
大
名
に
対
し
て
は
関
白
秀
吉
の
命
に
違
背
せ
ぬ

旨
の
起
請
文
を
提
出
さ
せ
た
｡
こ
う
し
て
秀
吉
は
天
皇

･
朝
廷
の
権
威
を
後
盾
に
し

て
諸
大
名
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
る
｡
従
来
､
衆
楽
第
行
幸
の
歴
史
的
な
意
義
に
つ
い

(-
)

て
は
､
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

っ
た
｡

し
か
し
､
衆
楽
第
内
部
で
の
こ
う
し
た

一
連
の
儀
式
そ
の
も
の
は
'
天
皇

･
公
卿

衆

･
諸
大
名
と
い
っ
た
そ
の
儀
式
に
参
列
し
た
も
の
以
外
の
大
多
数
の
人
々
に
は
､

直
接
に
は
大
き
な
影
響
は
与
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
行

幸
の
際
の
行
列
に
は
､
多
-
の
人
々
が
沿
道
に
集
ま

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
､
そ
こ

は
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
絶
好
の
政
治
宣
伝
の
舞
台
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
｡
従

っ
て
､
衆
楽
第
行
幸
が

一
般
の
人
々
に
広
-
与
え
た
影
響
と
い
う
観
点
か

ら
す
れ
ば
､
衆
楽
第
内
部
に
お
け
る
儀
式
の
み
で
は
な
-
､
行
幸
の
際
の
行
列
の
も

つ
意
味
に
つ
い
て
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
｡
従
来
の
研

中

川

和

明

究
史
で
は
､
行
列
そ
の
も
の
の
構
成
や
行
列
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
､
言
及
さ
れ

(2
)

る
こ
と
が
比
較
的
す
-
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

そ
こ
で
､
本
稿
で
は
､
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
の
構
成
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
し
て
い
-
こ
と
を
通
し
て
､
豊
臣
政
権
が
行
列
を
盛
大
に
演
出
し
た
そ
の

政
治
的
意
図
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
｡

I
'
軍
楽
第
行
幸
の
関
係
史
料

衆
楽
第
行
幸
の
行
列
に
つ
い
て
み
て
い
-
ま
え
に
､
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
に
関
し

て
比
較
的
詳
細
に
記
し
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
と
忠

う
0

(-
)
『衆
楽
行
幸
記
』

(3
)

こ
の
記
録
は
､
豊
臣
政
権
が
御
伽
衆
で
あ

っ
た
大
村
由
己
に
作
ら
せ
た
も
の
で
あ

り
､
行
幸
の
詳
細
な
記
録
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
天
正

一
六
年
の
成
立

(4
)

で
あ
り
'
秀
吉
は
こ
の

『衆
楽
行
幸
記
』
を
禁
裏
に
も
献
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(5
)

ま
た
､
こ
の
記
録
の
写
本
が
数
種
類
､
現
存
し
て
い
る
｡

さ
て
､
『衆
楽
行
幸
記
』
の
内
容
で
あ
る
が
､
ま
ず
､
は
じ
め
に
衆
楽
第
行
幸
に
い



た
る
ま
で
の
秀
吉
の
活
動
や
行
幸
の
準
備
に
つ
い
て
の
べ
､
そ
の
あ
と
に
六
日
間
の

儀
式
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ま
ず
､

一
四
日

(
一
日
目
)
に
は
天
皇
が
行
列
を
連
ね
て
衆
楽
第
に
向
い
､
同
日

に
着
座
の
儀
式
と
供
宴
が
行
わ
れ
た
｡
次
に
翌

一
五
日

(二
日
目
)
に
は
､
秀
吉
は

洛
中
の
地
子
を
禁
裏
御
料
と
し
て
進
上
し
て
､
更
に
秀
吉
が
諸
大
名
か
ら
起
請
文
を

と
っ
て
い
る
｡
次
の

一
六
日

(三
日
目
)
に
は
､
和
歌
御
会
が
行
わ
れ
､

一
七
日

(四

日
目
)
に
は
､
舞
楽
御
覧
が
行
わ
れ
た
｡
こ
う
し
て

一
八
日

(五
日
目
)
は
､
還
幸

と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
､

一
九
日

(六
日
目
)
に
は
､
秀
吉
の
和
歌
贈
答
が
行

わ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
『衆
楽
行
幸
記
』
は
､
舞
楽
第
で
挙
行
さ
れ
た

一
連
の
儀
式
の
詳
細
に
つ
い

(6
)

て
記
し
た
あ
と
で
､
最
後
に
行
幸
に
つ
い
て
の
若
干
の
説
明
を
し
て
い
る
｡
本
稿
で

検
討
し
て
い
る
行
列
の
様
子
に
つ
い
て
は
､
『舞
楽
行
幸
記
』
の

一
四
日
の
と
こ
ろ
に

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(2
)
『当
代
記
』

『当
代
記
』
に
も
､
舞
楽
第
行
幸
の
行
列
に
関
し
て
､
比
較
的
詳
細
な
記
述
が
見
ら

(7
)

れ
る
｡
行
幸
に
関
し
て
は
､
『衆
楽
行
幸
記
』
に
次
い
で
詳
し
い
も
の
で
あ
る
｡
こ
の

『当
代
記
』
の
著
者
が
､
何
を
も
と
に
し
て
こ
の
部
分
を
記
し
た
の
か
を
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
､
少
な
-
と
も

『舞
楽
行
幸
記
』
を
も
と
に
し
て
書
い
た
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
と
い
う
の
は
､
『衆
楽
行
幸
記
』
に
は
な
い
記
述
や

『舞

楽
行
幸
記
』
と
は
矛
盾
す
る
記
述
が
若
干
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

し
か
し
､
『衆
楽
行
幸
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
行
列
の
構
成
と
､
『当
代
記
』
記

載
の
行
列
の
そ
れ
と
は
大
き
-
は
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡
但
し
､
『当
代
記
』
の
記

述
の
方
は
､
『衆
楽
行
幸
記
』
に
比
較
す
れ
ば
､
全
体
的
に
公
家
や
大
名
の
記
載
が
不

明
確
で
あ
る
｡
従

っ
て
､
こ
の
両
記
録
が
相
互
に
異
な
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
､
『舞

楽
行
幸
記
』
の
記
述
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
､
『当
代
記
』
に

は
､
行
列
の
有
様
に
つ
い
て
は
の
べ
て
い
る
が
､
衆
楽
第
内
部
で
の
儀
式
の
様
子
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
｡

な
お
､
『当
代
記
』
で
は
､
行
幸
の
直
後
の
五
月
衆
楽
第
に
落
雷
が
あ
っ
た
と
し
て

い
る
｡
こ
う
し
た
不
吉
な
記
述
は
､
『当
代
記
』
の
著
者
の
立
場
が
徳
川
方
で
あ
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
は
､
『舞
楽
行
幸
記
』
が
行
幸
を

｢天
道
に

か
な
ひ
給
ひ
し
こ
と
｣
と
し
て
終
始
賛
美
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
｡

(3
)
公
家

･
僧
侶
の
日
記

舞
楽
第
行
幸
に
つ
い
て
は
､
当
時
の
公
家
や
僧
侶
の
日
記
に
も
し
ば
し
ば
記
載
さ

れ
て
い
る
｡
例
え
ば
､
『御
ゆ
と
の
上
の
日
記
』
･
『言
経
卿
記
』
･
『多
聞
院
日
記
』
な

ど
多
-
の
日
記
に
､
行
幸
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
日

記
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
､
い
ず
れ
も
行
幸
に
つ
い
て
の
記
事
は
断
片
的
な
も
の

(8
)

で
あ
る
｡
ま
た
､
儀
式
の
様
子
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
､
主
に
行
列
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
､
衆
楽
第
行
幸
の
主
な
史
料
に
つ
い
て
の
べ
た
が
､
舞
楽
第
行
幸
の
行
列
に

関
し
て
は

『衆
楽
行
幸
記
』
が
最
も
基
本
と
な
る
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡

二
㌧
行
列
の
構
成

関
白
任
官
の
翌
年
に
あ
た
る
天
正

一
四
年

(
一
五
八
六
)
に
､
秀
吉
は
関
白
政
権

の
政
庁
と
し
て
衆
楽
第
を
造
営
し
た
｡
そ
の
位
置
は
､
旧
平
安
京
大
内
裏
の
東
北
隅

に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
｡



ま
ず
､
『舞
楽
行
幸
記
』
に
従

っ
て
'
行
幸
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
み
て
い
き
た
い
｡

秀
吉
は
行
幸
の
先
例
に
つ
い
て
､
｢諸
家
の
ふ
る
き
記
録
故
実
｣

な
ど
を
前
田
玄
以
に

調
べ
さ
せ
て
い
る
｡
と
い
う
の
は
､
当
時
は
す
で
に

｢鳳
肇
牛
車
そ
の
他
諸
役
以
下
､

事
も
久
し
-
す
た
れ
た
る
事
な
れ
ハ
｣
と
い
っ
た
状
態
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
ま

た
､
行
幸
の
日
程
は
当
初
は
三
月
中
旬
と
計
画
さ
れ
て
い
た
が
､
余
寒
な
ど
の
た
め
､

四
月

一
四
日
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

さ
て
､
行
幸
は
天
正

二
ハ
年
の
四
月

1
四
日
か
ら
行
わ
れ
､
当
日
に
行
列
が
御
所

か
ら
進
ん
で
い
-
こ
と
に
な
る
が
､
御
所
か
ら
衆
楽
第
ま
で
の

一
四
､
五
町
の
間
に

は
､
辻
固
め
と
し
て
､
警
備
兵
六

〇
〇
〇
人
を
配
備
し
て
､
厳
重
な
警
戒
体
制
を
と

っ
た
の
で
あ
る
｡
但
し
､
こ
の
警
備
の
武
士
の
構
成
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
0

行
列
の
構
成
は
､
『衆
楽
行
幸
記
』
に
よ
れ
ば
､
表

1
-
表
3
の
よ
う
に
な
る
｡
こ

(9
)

の
行
列
は
大
き
-
､
①
天
皇
の
行
列
'
②
関
白
の
行
列
､
③
諸
大
名
の
行
列
に
三
区
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
､
『当
代
記
』
に
よ
れ
ば
行
列
は
表
4
の
よ
う
に
な
る
｡

こ
の
表
4
も
､
表

1
-
表
3
と
同
様
に
三
区
分
で
き
る
の
で
あ
る
｡
以
下
､
主
に
表

I
か
ら
表
3
､
つ
ま
り

『衆
楽
行
幸
記
』
の
記
述
を
基
に
し
て
､
行
列
の
具
体
的
な

構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
｡

(-
)
天
皇
の
行
列

ま
ず
､
行
列
は
表
I
の
よ
う
に
､
烏
帽
子
着
の
侍
を
先
頭
に
し
て
､
天
皇
の
生
母

で
あ
る
新
上
東
門
院
晴
子
､
女
御
で
あ
る
近
衛
前
子
の
輿
､
女
官
の
輿
な
ど
の
列
と

な
っ
て
い
る
｡
こ
こ
ま
で
で
も
す
で
に

一
〇
〇
人
以
上
の
行
列
で
あ
る
｡

こ
の
あ
と
に
､
六
宮

･
伏
見
宮
邦
房
親
王
が
つ
づ
き
､
更
に
九
条

二

条

･
二
条

の
い
わ
ゆ
る
五
摂
家
が
つ
づ
い
て
い
る
｡
こ
の
あ
と
に
さ
ら
に
公
卿
が
列
を
連
ね
て

い
る
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
朝
廷
の
上
級
の
公
家
が
並
ん
で
い
る
｡
菊
亭
暗
季

･
勧

修
寺
暗
豊

･
中
山
親
綱
､
こ
れ
ら
以
外
は
す
べ
て
前
内
大
臣

･
前
大
納
言
の
よ
う
に

す
で
に
官
職
を
退
い
た
公
卿
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
公
卿
の
あ
と
に
は
'
列
が
左
右
に
わ
か
れ
て
い
る
｡
近
衛
次
将
(少
将
･

中
将
)
･大
将
が
二
列
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
後
に
権
大
納
言
で
あ
る
鷹
司

信
房
や
､
西
園
寺
実
益
が
な
ら
ん
で
い
る
が
､
こ
れ
ら
は
天
皇
の
輿
の
直
前
と
な
っ

て
い
る
｡

次
に
､
天
皇
の
輿
で
あ
る
鳳
肇
が
つ
づ
い
て
い
る
｡
鳳
風
は
､
聖
天
子
の
治
世
の

兆
し
と
し
て
現
れ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
『衆
楽
行
幸
記
』
で
は
､
天
皇
の
輿
に

つ
い
て
は
詳
し
-
は
描
写
し
て
い
な
い
が
､
『当
代
記
』
に
よ
れ
ば
､
天
皇
の
輿
の
四

方
に
は

｢紫
の
綾
｣

が
幕
の
よ
う
に
張
ら
れ
て
お
り
､
輿
の
直
前
に
は
金
の
棒
が
あ

り
､
ま
た
後
ろ
に
は
銀
の
棒
が
あ

っ
た
と
し
て
い
る
｡

な
お
､
こ
の
天
皇
の
輿
の
次
に
は
六
位
以
下
の
下
級
の
役
人
が
な
ら
ん
で
い
る
0

こ
の
役
人
の
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
､
か
な
り
の
人
数
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
｡

(2
)
関
白
の
行
列

天
皇
の
行
列
の
後
に
は
､
表
Z
の
よ
う
に
関
白
の
行
列
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
ず
'

左
大
臣
の
近
衛
信
輔
が
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
後
に
､
内
大
臣

･
大
納
言

･
中

納
言

･
参
議
と
つ
づ
い
て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
即
ち
公
卿
衆
で
あ
る
｡
毛
利
輝
元
と
上

杉
景
勝
は
､
い
ず
れ
も
同
年
四
月

一
〇
日
に
従
四
位
下
参
議
と
な
っ
て
い
る
が
､
こ

の
行
列
に
参
列
し
て
は
い
な
い
｡
こ
の
関
白
の
行
列
は
､
左
大
臣
従

一
位
の
近
衛
伝

輔
か
ら
参
議
従
三
位
の
宇
喜
田
秀
家
ま
で
官
職
の
序
列
に
従

っ
て
並
ん
で
お
り
､
そ

の
最
後
に
関
白
秀
吉
の
車
が
つ
づ
い
て
い
る
｡
『当
代
記
』
で
は
､
秀
吉
の
牛
車
に
つ

い
て

｢牛
角
耳
別
に
つ
-
り
付
色
金
也
｣
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
､
目
だ
つ
も
の

3



表 1-a 天皇の行列

烏帽子着の侍

後陽成天皇の生母 (新上東門院晴子)

女御 (近衛前子)

大典侍御局

匂当御局

女中衆御輿30丁余

御輿添100余人 ･御供の人々 ･童姿

塗輿14･5丁

六宮 (後陽成天皇の弟｡のちの八条宮智仁親王)

伏見害邦房親王 (伏見宮の第九代の当主)

九条兼孝

一条内基

二条昭実

菊亭暗季

徳大寺公雄

飛鳥井雅春

四辻公遠

勧修寺暗豊

中LU親綱

大炊御門経頼

雅朝王

(前関白 ･前左大臣 従一位)

(前関白 ･前左大臣 従一位)

(前関白 ･前左大臣 従一位)

(右大臣 従一位)

(前内大臣 従一位)

(前権大納言 正二位)

(前大納言 正二位)

(権大納言 正二位)

(権大納言 正二位)

(前権大納言 正二位)

(非参議 従二位)

註 :官位のところは､F公卿補任』を参照した｡

表 1-b 天皇の行列

左

小槻高亮 (蔵人中務大丞)

布衣侍 ･雑色 ･馬副 ･笠持

富小路秀直 (右衛門佐 )

松木宗澄 (侍従 )

冷泉為親 (侍従 )

正親町季康 (少将 )

柳原資淳 (宮内権大輔 )

甘露寺経遠 (権弁 )

勧修寺光豊 (左少弁 )

土御門久僑 (左馬介 )

民部卿侍従秀以

薬院秀隆 (侍従

橋本実勝 (中将

西洞院時慶 (左兵衛佐

右

唐橋在通 (秀才

清原秀賢 (蔵人式部丞

阿野実政 (侍従

吉田兼治 (侍従

冷泉為将 (侍従

大沢綱光 (侍従

広橋総光 (侍従

庭田重定 (侍従

烏丸光広 (侍従

日野資勝 (左少弁

葉室頼宣 (蔵人弁

三条実条 (中将

五辻元仲 (左馬頭

五条為良 (大内記

近衛次将 左

園基経 (少将)

六条有親 (中将)

四辻季満 (中将)

右

四条隆憲 (少将)

水無瀬氏成 (少将)

飛鳥井雅継 (中将)

中山慶親 (頭中将)

万里小路充房 (頭 弁)
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表 2 関白の行列

近衛信輔 (左大臣

織田信雄 (内大臣

日野輝資 (権大納言

久我敦通 (権大納言

徳川家康 (権大納言

豊臣秀長 (権大納言

持明院基孝 (中納言

庭田重通 (権中納言

正親町季孝 (権中納言

広橋兼勝 (権中納言

坊城盛長 (権中納言

豊臣秀次 (権中納言

菊亭季持 (非参議 ･左中将

花山院家雅 ( 参議 ･左中将

三条公仲 ( 参議 ･左中将

吉田兼見 (非参議 ･左衛門督

高倉永孝 (非参議 ･右衛門督

宇喜田秀家 ( 参議

豊臣秀吉 (関白 ･太政大臣

従一位)諸大夫 ･布衣侍 ･烏帽子着

随身 ･雑色 ･傘持

正二位)

正二位)

正二位) 随身 ･諸大夫

従二位) 随身 ･諸大夫

従二位) 随身 ･諸大夫

正二位)

正二位)

正二位)

従二位)

従二位)

従四位下) 随身 ･諸大夫

正三位) 随身 ･諸大夫

従三位) 随身

従三位)

正三位)

従三位)

従三位) 随身

従一位) 前駆 ･乗馬

左

増田長盛 (右衛門尉

福原長尭 (右馬助

長谷河守知 (右兵衛尉

古田重勝 (兵部少輔

加藤嘉明 (左馬助

糟屋真雄 (内膳正

早川長政 (主馬首

池田長吉 (備中守

堀田盛重 (図書助

中川武蔵守

伊藤長次 (丹後守

高田治忠 (量後守

小野木重次 (縫殿助

真野助宗 (蔵人

蒔田広光 (相模守

安威守佐 (摂津守

一柳越後守

平野長治 (大炊頭

右

石田三成 (治部少輔

大谷吉継 (刑部少輔

山崎定勝 (右京進

片桐貞隆 (主膳正

脇坂安治 (中務少輔

佐藤秀方 (隠岐守

片桐且元 (東市正

生駒修理亮

服部正栄 (土佐守

高 畠 定 吉 (石見守

谷衛友 (出羽守

田中石見守

石河貞通 (備後守

石田正継 (隠岐守

小出秀政 (播磨守

石河光重 (伊賀守

松浦重政 (讃岐守

薄田若狭守
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矢野下野守 寺沢広政 (越中守 )

溝口秀勝 (伯舌守 ) 村上義明 (周防守 )

服部-忠 (采女正 ) 青山忠元 (伊賀守 )

赤松左兵衛尉 明石元知 (左近 )

石川数正 (出雲守 ) 別所重宗 (主水正 )

中川秀政 (右衛門大夫) 山崎片家 (志摩守 )

宮部肥前守 垣屋恒総 (隠岐守 )

荒木重堅 (備中守 ) 南条元続 (伯看守 )

市橋長勝 (下総守 ) 河尻秀長 (肥前守 )

九鬼嘉隆 (大隅守 ) 岡本良勝 (下野守 )

生駒忠清 (主殿頭 ) 牧村利貞 (兵部大輔 )

瀬田正忠 (掃部頭 ) 古田重然 (織部正 )

矢部定政 (量後守 ) 新庄直頼 (駿河守 )

尼子宗澄 (宮内少輔 ) 奥山重定 (佐渡守 )

多賀谷大膳大夫 蜂屋謙入 (大膳大夫 )

芝山監物 拓殖与- (左京亮 )

稲葉重通 (兵庫頭 ) 松岡右京進

富田-白 (左近将監 ) 津田盛月 (隼人正 )

前野長康 (但馬守 ) 木村常陸介

雑色 三十人

随身 左 右

森民部大輔 蒔田政勝 (主水正)

野村直隆 (肥後守) 中嶋左兵衛尉

木下秀規 (左京亮) 速水守久 (甲斐守)

布衣

一柳可遊 (右近大夫) 小出吉政 (信濃守) 石田正澄 (木工頭)

註 ;増田長盛の後に､｢雑色 ･馬副 ･此以下同前｣とある｡
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表3 諸大名の行列

親

一

元

家

兼

勝

康

信

俊

従

康

秀

郷

興

秀

頼

勝

益

重

政

通

統

次

政

次

俊

部

利

信

秀

秀

秀

秀

侍

義

川

政

氏

忠

信

秀

利

長

長

照

貞

義

是

政

直

高

勝

我

田

田

臣

城

田

臣

虎

見

谷

秀

生

川

田

利

田

田

羽

田

葉

友

井

忠

伊

極

下

曽

前

織

豊

結

織

豊

御

里

長

堀

蒲

細

繊

毛

前

織

丹

池

稲

大

筒

森

井

京

木

長

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

ー

)

将

従

将

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

従

少

侍

少

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

侍

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

加賀金沢

伊勢安濃津

丹波亀山

秀吉の養子

信忠の嫡子

秀吉の猶子

不詳

安房館山

越前東郷

越前北庄

伊勢松島

丹波宮津

信長の六男

河内の内

利家の嫡子

摂津の内

加賀松任

美濃岐阜

美濃曽弥

豊後府中

伊賀上野

美濃金山

家康の家臣

近江大洋

播磨竜野

土佐浦戸

註 ;城地のところは､『寛政重修諸家譜』などを参照 した｡

表4-a 『当代記』記載の緊楽第行幸の行列

H
I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

天皇の行列

内裏御女房衆輿17廷

塗輿

伏見院馬

二条殿同馬

鷹司殿同馬

其外公家衆各馬

唐橋殿馬

公家衆各馬

五つち殿馬

公家衆馬

柳原殿馬

公家衆36人馬

中山殿馬

公家衆各馬

主上賓肇

1.."l
川1
E""■lnu
E""■lnu

王

実

房

親

昭

信

房

条

司

邦

二

鷹

･-

･-

･-

(唐橋在通 ) くわんむ矢を負弓を持馬

(五辻元仲 )

(柳原資淳 )

(中山慶親 ) くわんむ矢を負弓を持馬

れい人40余人､鳥かふ と装束など

(後陽成天皇)御輿の上に鳳あり
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表4-b 『当代記』記載の果楽第行幸の行列

仁) 関白の行列

16 近衛殿馬 (近衛前久 )白張着20人､ くわんむ4人､布衣 4人

17 たいふ馬 (織田信雄 )諸大夫10人､ くわんむ4人､布衣 4人

18 からす丸殿 (烏丸光広ヵ)

19 まての小路殿馬 (万里小路充房)

20 ひの殿馬 (日野輝資

21 駿河大納言殿馬 (徳川家康 諸大夫12人､ くわんむ4人､布衣 4人

白張着12人､烏帽子すわう着20人

22 大和大納言殿馬 (豊臣秀長 )諸大夫16人､ くわんむ4人､布衣 4人

白張着12人､烏帽子すわう着20人

23 公家衆各

24 浄妙院殿馬

25 各公家衆

26 こわた殿馬

27 各公家衆

28 法浄寺殿馬

29 中納言馬 (豊臣秀次 )諸大夫12人､ くわんむ6人､布衣 4人

30 公家衆各馬牛二疋御車引替､午飼 1人

31 関白秀吉公車 諸大夫120人､ くわんむ60人､布衣36人

白張着50人､烏帽子すわう着100人

32 長谷川藤五郎馬 (長谷川守知)

表4- C 『当代記』記載の果楽第行幸の行列

∈) 諸大名の行列

33 羽柴筑前守馬 (前田利家 )諸大夫､ くわんむ､布衣､白張着

烏帽子すわう着

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

織田上野守馬 (織田信兼

丹波少将馬 (豊臣秀勝

岐阜主馬 (織田秀信

長岡越中守 (細川忠興

豊後大友馬 (大友義統

武衛馬

ひの蒲生馬 (蒲生氏郷

三吉馬 (織田信秀

毛利河内馬 (毛利秀頼

たたのしほかう馬

池田三左衛門馬 (池田照政 )

金吾主馬 (小早川秀秋)

長曽我部馬 (長曽我部元親)

大和大納言養子馬 (豊臣秀保)

註 ; ｢すわう｣は､素襖のことであろう｡また､｢くわんむ｣は､官務のことで

あろう｡
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で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
こ
ま
で
は
､
秀
吉
を
入
れ
る
と
二
〇
氏
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
内
に
は
､
織
田

信
雄

･
徳
川
家
康

･
豊
臣
秀
長

･
豊
臣
秀
次

･
宇
喜
田
秀
家
と
い
っ
た
武
家
出
身
の

公
卿
も
含
ま
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
こ
の
行
列
で
は
公
家
と
武
家
と
が
混
在
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
の
で
あ
る
｡
但
し
､
公
家
と
武
家
が
混
在
し
て
い
る
の
は
､

行
列
全
体
に
お
い
て
こ
の
部
分
の
み
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
行
列
の
全
体
は
か
な
り
長
い
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
-
､
『舞
楽
行
幸
記
』

こ
,ま
､

-.■.1
i

今
の
儲
の
御
所

ハ

関
白
殿
供
奉
の
役
な
れ
ハ
､
鳳
華
衆
楽
の
中
門
に
い
ら
せ

た
ま
ふ
時
､
牛
車
は
い
ま
た

禁
中
を
出
給

ハ
す
､

と
あ
る
｡
つ
ま
り
､
天
皇
の
鳳
肇
が
衆
楽
第
中
門
に
到
着
し
た
時
に
は
､
秀
吉
の
午

車
は
ま
だ
御
所
を
出
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
な
お
､
秀
吉
は
御
所
に
逮

え
に
出
向
い
た
と
い
う
点
は
､
『当
代
記
』
な
ど
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ

る
｡さ

て
､
秀
吉
の
車
の
後
に
は
､
秀
吉
家
臣
団
の
約
九

〇
氏
が
'
左
右
二
列
に
別
れ

て
列
を
な
し
て
い
る
｡
こ
の
行
列
の
構
成
は
'
ま
ず
石
田
三
成

･
大
谷
吉
継
な
ど
の

豊
臣
政
権
の
中
枢
部
を
構
成
す
る
も
の
が
先
頭
と
な

っ
て
い
る
｡
衆
楽
第
行
幸
の
準

備
を
し
た
前
田
玄
以
は
こ
の
中
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
行
列
の
こ
の
部
分

の
序
列
は
､
天
正

一
六
年
四
月
に
お
け
る
秀
吉
家
臣
団
の
内
部
の
序
列
を
反
映
し
た

も
の
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡

な
お
､
こ
の
秀
吉
家
臣
団
の
列
の
中
に
は
､
大
名
格
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と

(10
)

考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
秀
吉
家
臣
団
の
後
に
は
､
｢雑
色
左
右
三

〇
人
｣

が
つ
づ
き
､
こ
の
あ
と
に
布

衣
な
ど
が
並
ん
で
い
る
｡
さ
ら
に
､
｢烏
帽
子
着
数
百
人
三
行
｣

と
あ
り
､
こ
こ
も
か

な
り
の
人
数
で
あ
る
｡
な
お
､
表
4
で
は
､
長
谷
川
守
知
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
､

こ
の
点
は

『衆
楽
行
幸
記
』
の
よ
う
に
多
数
並
ん
で
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
0

(3
)
諸
大
名
の
行
列

関
白
の
行
列
の
あ
と
に
は
､
表
3
の
よ
う
に
約
三

〇
の
諸
大
名
の
行
列
が
つ
づ
い

て
い
る
｡
こ
の
行
列
の
構
成
に
つ
い
て
は
､
官
職
の
序
列
に
従

っ
て
､
少
将

(正
五

位
下
相
当
)､
次
に
侍
従

(従
五
位
下
相
当
)
の
順
と
な
っ
て
い
る
｡
多
-
は
侍
従
に

叙
任
し
た
大
名
が
列
を
な
し
て
い
る
｡

さ
ら
に
行
列
の
構
成
を
み
て
い
-
と
､
先
頭
の
方
に
は
織
田
氏
や
秀
吉
の

一
族

･

猶
子
な
ど
で
あ
る
｡
そ
の
後
に
､
長
谷
川
氏

･
堀
氏

･
蒲
生
氏

･
丹
羽
氏
と
い
っ
た

諸
大
名
と
な
っ
て
い
る
｡
な
お
､
長
曽
我
部
氏
や
大
友
氏
の
よ
う
に
比
較
的
遅
-
秀

吉
に
従

っ
た
大
名
は
､
比
較
的
に
最
後
の
方
に
並
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
｡
こ
れ
ら

の
諸
大
名
の
領
国
に
関
し
て
は
､
畿
内
の
周
辺
が
多
-
な
っ
て
お
り
､
四
国
で
は
長

曽
我
部
氏
の
み
､
九
州
で
は
大
友
氏
の
み
'､
関
東
で
は
里
見
氏
の
み
と
な
っ
て
い
る
｡

な
お
､
こ
れ
ら
の
諸
大
名
の
行
列
の
順
序
は
､
大
体
に
お
い
て
豊
臣
政
権
下
で
の

諸
大
名
の
序
列
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
更
に
､
舞
楽
第
行
幸
二
冒

目
の
起
請
文
の
署
名
の
順
序
や
､
三
日
目
の
和
歌
御
会
の
順
序
も
ま
た
､
行
列
の
際

の
序
列
と
基
本
的
に
同
様
な
の
で
あ
る
｡

表
4
の

『当
代
記
』
の
記
述
で
は
､
大
名
の
順
序
な
ど
が
表
3
と
は
異
な
っ
て
い

る
が
､
表
3
の
方
が
詳
細
で
あ
り
正
確
な
も
の
で
あ
ろ
う
｡

以
上
､
舞
楽
第
行
幸
の
際
の
行
列
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
｡
こ
こ
で
､
こ

の
行
列
の
特
徴
的
な
点
に
つ
い
て
四
点
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
｡



①
関
白
秀
吉
が
御
所
ま
で
天
皇
を
迎
え
に
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
｡

②
長
い
行
列
で
あ
り
､
天
皇
が
衆
楽
第
に
到
着
し
た
と
き
､
秀
吉
の
牛
車
は
ま
だ

御
所
を
出
て
お
ら
ず
､
天
皇
の
か
な
り
後
方
か
ら
供
奉
し
て
い
る
こ
と
｡

③
秀
吉
は
､
自
ら
の
車
あ
と
に
秀
吉
直
臣
団
を
従
え
､
さ
ら
に
諸
大
名
を
引
き
逮

れ
て
供
奉
し
て
い
る
こ
と
｡
こ
れ
は
秀
吉
が
こ
れ
ら
を
率

い
て
天
皇
及
び
朝
廷
に
奉

仕
す
る
と
い
う
姿
勢
を
表
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

④
こ
の
行
列
の
全
体
的
な
順
序
は
､
国
家
の
伝
統
的
秩
序
即
ち
律
令
官
制
を
重
視

し
て
そ
れ
に
沿

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
｡

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
す
れ
ば
､
豊
臣
政
権
の
設
定
し
た
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
の
棉

成
は
､
伝
統
的
な
国
家
秩
序
を
重
視
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
､
天
皇
及
び
朝
廷
に

対
す
る
尊
重
の
ポ
ー
ズ
を
示
す
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

三
㌧
行
列
の
見
物
人
と
政
治
的
意
図

(-
)
行
列
の
見
物
人

天
皇

･
公
卿

･
大
名
の
盛
大
な
行
列
が
御
所
か
ら
衆
楽
第
に
向
け
て
進
行
し
て
い

-
際
に
､
こ
の
行
列
の
沿
道
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
｡
『衆
楽
行
幸
記
』

で
は
､
こ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
､

五
畿
七
道
よ
り
の
は
り
つ
と
ひ
た
る
貴
賎
老
少
か
ま
ひ
す
し
き
こ
と
も
な
-
､

声
を
し
つ
め
て
鳳
肇
を
拝
み
た
て
ま
つ
る
に
､
み
ち
す
か
ら
の
管
鼓
の
ひ
～
き
､

な
に
と
な
-
殊
勝
に
し
て
､
感
歎
肝
に
銘
し
た
り
､

と
伝
え
て
い
る
｡

『衆
楽
行
幸
記
』
の
こ
の
記
述
は
､
豊
臣
政
権
側
の
も
の
で
あ
る
の
で
か
な
り
の
誇

張
や
粉
飾
が
あ
る
も
の
と
考
え
な
-
て
は
な
ら
な
い
が
､
こ
の
記
述
の
内
容
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
-
こ
と
に
よ
っ
て
､
沿
道
の
見
物
人
の
様
子
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
｡

ま
ず
､
右
の

｢
五
畿
七
道
よ
り
の
は
り
つ
と
い
た
る
貴
賎
老
少
｣
の
部
分
で
あ
る

が
､
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
全
国
か
ら
人
々
が
､
行
列
を
見
物
す
る
た
め
に
京
に
集
ま
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
の

｢
五
畿
七
道
｣

っ
ま
り
全
国
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
た
と

い
う
の
は
､
誇
張
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
､
沿
道
の
見
物
の
群
衆
に
つ
い

て
は
､
『言
継
卿
記
』
に
も

｢貴
賎
蟻
集
｣

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
､
か
な
り
多
数
で

あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

更
に
､
｢声
を
し
つ
め
て
鳳
肇
を
拝
み
た
て
ま
つ
る
に
｣
と
い
う
部
分
で
あ
る
が
､

例
え
そ
の
よ
う
な
様
子
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
､
こ
れ
は
警
備
兵
六

〇
〇
〇
人
に
よ

る
厳
戒
体
制
下
で
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
-
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
､
｢
み
ち
す
か
ら
の
管
鼓
の
ひ
～
き
｣

と
い
う
部
分
で
あ
る
が
､
こ
れ
に
つ
い

て
は
､
表
I
の
行
列
の
中
に
も
楽
人
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
事
実
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
｡

『多
聞
院
日
記
』
に
も

｢路
次

ハ
南
都

･
京
都
･
天
王
寺
之
楽
人
音
楽
ヲ
奏
了
｣
と

記
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
､
還
幸
の
日
に
も
､
｢楽
人
又
還
城
楽
を
奏
す
｣
(『衆
楽
行
幸

記
』
)
と
あ
り
､
同
様
に
演
奏
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡
豊
臣
政
権
は
こ
う
し
た
楽
人
の

演
奏
に
よ
っ
て
､
行
列
を
お
ご
そ
か
な
も
の
に
演
出
し
荘
厳
化
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
｡
行
列
の
沿
道
は
入
念
に
演
出
さ
れ
た
空
間
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
京
で
は
､
行
列
の
沿
道
に
多
-
の
見
物
人
が
集
ま
っ
て
お
り
､
政
治

宣
伝
の
絶
好
の
舞
台
が
で
き
あ
が

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
無
論
､
こ
の
行
列
を
直
接

10



に
見
物
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
当
日
沿
道
に
い
た
人
々
の
み
で
あ
る
｡
し
か
し
､

豊
臣
政
権
は
､
単
に
沿
道
の
人
々
だ
け
で
は
な
-
､
広
-
市
中
や
社
会
に
つ
ま
り
全

国
に
向
け
て
行
列
を
見
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

(2
)
行
列
の
政
治
的
意
図

次
に
､
多
数
の
見
物
人
の
群
衆
の
中
で
､
豊
臣
政
権
が
舞
楽
第
行
幸
の
行
列
を
盛

大
に
実
行
し
た
政
治
的
意
図
に
関
し
て
は
､
以
下
二
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
忠

う
0ま

ず
第

一
に
､
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
､
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
は
､
豊
臣
政
権
が

天
皇

･
朝
廷
に
対
す
る
尊
重
の
姿
勢
を
示
す
構
成
に
な
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
豊

臣
政
権
に
は
こ
の
よ
う
に
天
皇

･
朝
廷
に
対
す
る
尊
重
の
ポ
ー
ズ
を
と
り
､
そ
れ
を

盛
大
な
行
列
と
い
う
形
で
人
々
に
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
､
自
ら
の
政
権
の

正
統
性
を
広
-
誇
示
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

第
二
に
､
豊
臣
政
権
が
天
皇
の
行
幸
と
い
う
国
家
儀
礼
に
与
え
て
い
た
意
義
に
着

目
し
て
み
た
い
と
思
う
｡
ま
ず
､
『衆
楽
行
幸
記
』
の
最
後
の
部
分
で
は
行
幸
の
意
義

に
つ
い
て
､

ミ
ゆ
き
ハ
､
万
民

竜
顔
を
拝
し
奉
り
て
､
恩
沢
を
蒙
り
､
わ
さ
は
ひ
の
そ
-

ゆ
へ
に
､
行
て
さ
い
は
い
す
と
い
へ
る
に
や
､
国
家
安
全
の
ま
つ
り
こ
と
､
是

に
す
-

へ
か
ら
す
､

と
述
べ
て
い
る
｡

右
の
記
述
の
前
半
の

｢万
民

竜
眼
を
拝
し
た
て
ま
つ
り
て
､
恩
沢
を
蒙
り
､
わ

さ
は
ひ
を
の
そ
く
ゆ
へ
に
､
行
て
さ
い
は
い
す
と
い
へ
る
に
や
｣
と
い
う
部
分
､
す

な
わ
ち
､
天
子
の
行
幸
が
人
々
に
幸
を
も
た
ら
し
禍
を
除
-
も
の
で
あ
る
と
す
る
儒

1‖
l

学
的
な
論
理
は
､
日
本
の
他
の
史
料
に
も
散
見
で
き
る
も
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
こ

れ
は
公
家
社
会
に
お
い
て
は
常
識
的
な
内
容
な
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
こ
れ
は

衆
楽
第
行
幸
の
後
に
大
村
由
己
が
記
し
た
単
な
る
説
明
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡
豊
臣

政
権
中
枢
部
に
お
い
て
も
､
行
幸
の
意
義
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
｡

ま
た
､
右
の
記
述
の
後
半
で
は
､
行
幸
を

｢国
家
安
全
の
ま
つ
り
ご
と
｣
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
衆
楽
第
行
幸
の
年
に
､
豊
臣
政
権
は
自
ら
の
政
策
を
正
当
化

(C
)

す
る
論
理
と
し
て
､
｢国
土
安
全
｣
の
基
､
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
｡
従

っ
て
､

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
行
幸
に
対
す
る
こ
う
し
た
意
味
付
け
に
つ
い
て
も
､
大
村
由

己
の
単
な
る
説
明
で
は
な
-
､
こ
の
時
期
の
豊
臣
政
権
側
の
考
え
方
を
反
映
し
た
も

の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

但
し
､
当
時
の

1
般
の
人
々
が
､
行
幸
の
意
味
を
こ
の
よ
う
に
受
け
取

っ
た
か
杏

か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
､
行
列
を
見
物
し
た
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
考
え

た
の
か
と
い
う
点
を
明
か
に
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
､
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
は
､
こ
の
天
皇
の
行
幸
の
行
列
が
人
々
に
恩
沢
を

も
た
ら
し
禍
を
除
-
と
す
る
理
念
は
､
政
治
的
利
用
の
上
で
非
常
に
都
合
の
よ
い
も

の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
､
豊
臣
政
権
が
こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
い

て
､
行
幸
と
い
う
国
家
儀
礼
を
実
施
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
｡

す
な
わ
ち
､
豊
臣
政
権
に
は
､
行
幸
と
い
う

｢国
家
安
全
の
ま
つ
り
こ
と
｣
を
積

極
的
に
行
う
徳
治
の
治
世
者
で
あ
る
と
い
う
建
前
を
誇
示
す
る
意
図
が
あ

っ
た
と
忠

わ
れ
る
｡

以
上
の
二
点
の
よ
う
な
政
治
的
意
図
を
､
豊
臣
政
権
は
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
の
際

に
持

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
､
豊
臣
政
権
は
舞
楽
第
行
幸
の
行

ill



列
を
先
に
み
た
よ
う
な
政
治
的
宣
伝
の
道
具
と
し
て
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
､
こ

れ
は
天
皇

･
朝
廷
の
政
治
利
用
の
一
環
を
な
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
｡

お
わ
リ
に

で
あ
ろ
う
｡

な
お
､
天
正
二
〇
年

(
一
五
九
二
)
正
月
関
白
秀
次
の
も
と
で
も
､
天
皇
の
衆
楽

(13
)

第
行
幸
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
も
は
や
こ
の
際
に
は
､
お
も
に
天
皇

･
公

家
の
行
列
の
よ
う
で
あ
り
､
大
規
模
な
も
の
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
に

つ
い
て
は
､
豊
臣
政
権
の
天
皇

･
朝
廷
の
政
治
利
用
の
あ
り
方
の
変
化
と
も
考
え
ら

れ
る
が
､
こ
う
し
た
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
｡

本
稿
で
は
､
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
の
構
成
や
意
義
に
つ
い
て
解
明
を
し
て
い
-
こ

と
を
通
し
て
､
豊
臣
政
権
が
行
列
を
盛
大
に
演
出
し
た
そ
の
政
治
的
意
図
に
つ
い
て

解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
考
察
し
て
き
た
｡
こ
こ
で
そ
の
政
治
的
意
図
に
つ
い

て
､
二
点
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
｡

ま
ず
第

一
に
､
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
は
､
豊
臣
政
権
が
天
皇

･
朝
廷
に
対
す
る
尊

重
の
姿
勢
を
示
す
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
す
な
わ
ち
､
豊
臣

政
権
に
は
､
こ
の
よ
う
に
天
皇

･
朝
廷
に
対
す
る
尊
重
の
ポ
ー
ズ
を
と
り
､
そ
れ
を

盛
大
な
行
列
と
い
う
形
で
人
々
に
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
､
自
ら
の
政
権
の

正
統
性
を
広
-
誇
示
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

第
二
に
､
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
は
､
天
皇
の
行
幸
の
行
列
が
人
々
に
恩
沢
を
も
た

ら
し
禍
を
除
-
と
す
る
理
念
は
､
政
治
的
利
用
の
た
め
に
非
常
に
都
合
の
よ
い
も
の

で
あ
り
､
こ
う
し
た
理
念
の
も
と
で
､
行
幸
と
い
う
国
家
儀
礼
が
行
わ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
､
豊
臣
政
権
に
は
､
行
幸
の
行
列
と
い
う

｢国
家
安
全
の

ま
つ
り
こ
と
｣
を
積
極
的
に
行
う
徳
治
の
治
世
者
で
あ
る
と
い
う
建
前
を
誇
示
す
る

と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
豊
臣
政
権
は
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
を
政
治
宣
伝
の
道
具
と
し
て
宿

用
し
て
い
る
が
､
こ
れ
は
天
皇

･
朝
廷
の
政
治
利
用
の

一
環
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

証
(-
)
衆
楽
第
行
幸
の
歴
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
､
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
｡

田
中
義
成

『豊
臣
時
代
史
』
(講
談
社
学
術
文
庫
､

一
九
八
〇
年
)
の
二

一九

貢

～
二
二
四
頁
｡
林
屋
辰
三
郎
『日
本
の
歴
史

一
二

天
下

一
統
』
(中
央

公
論
社
､

一
九
六
六
年
)
の
四
〇
〇
～
四
〇
二
頁
｡
藤
木
久
志

『日
本
の
歴

史

一
五
織
田
･豊
臣
政
権
』
(小
学
館
､

一
九
七
五
年
)
の
二
二
四
頁
～
二
二

六
百
｡
朝
尾
直
弘

｢幕
藩
制
と
天
皇
｣
(『体
系
日
本
国
家
史
3

近
世
』
所

収
､
東
京
大
学
出
版
会
､

l
九
七
五
年
)
の
二
〇
一
頁

･
二
〇
二
頁
O
朝
尾

直
弘

『体
系
日
本
の
歴
史
8

天
下

一
統
』
(小
学
館
､

一
九
八
八
年
)｡
三

鬼
清

一
郎

『日
本
歴
史
体
系
3

近
世
』
(山
川
出
版
社
､

一
九
七
五
年
)
の

三
九

･
四
〇
頁
｡

(2
)
但
し
､
高
埜
利
彦

｢江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
｣
(『日
本
史
研
究
』
三

一
九
号
､

一
九
八
九
年
)
の
五
七
頁
で
は
､
衆
楽
第
行
幸
の
行
列
に
関
連
し
て
次
の
よ

う
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

天
皇
の
行
幸
は
､
近
-
は
天
正

一
六

(
一
五
八
八
)
年
に
後
陽
成
天

皇
が
豊
臣
秀
吉
の
待
つ
衆
楽
第
に
行
幸
し
た
例
や
､
寛
永
三

(
一
六
二

12



六
)
年
に
後
水
尾
天
皇
が
'
上
洛
し
た
将
軍
家
光
や
大
御
所
秀
忠
の
待

つ
二
条
城
に
行
幸
し
た
例
が
あ
る
｡
｢衆
楽
第
行
幸
図
｣

中
に
'
天
皇
の

乗
る
鳳
蓮
に
向
い
､
膝
ま
づ
き
額
づ
-
武
士
の
姿
が
見
出
さ
れ
る
よ
う

に
'
天
皇
の
持
つ
権
威
が
'
鳳
肇
の
お
ご
そ
か
な
公
家
の
行
列
と
な
っ

て
'
市
中
や
社
会
の
中
に
広
-
示
さ
れ
る
こ
と
は
'
天
皇
の
権
威
の
1

人
歩
き
'
自
立
に
つ
な
が
る
｡
幕
府
は
は
じ
め
に
述
べ
た
限
り
で
の
'

国
家
内
で
果
す
べ
き
天
皇
の
機
能
に
限
定
す
る
た
め
に
も
'
天
皇
の
権

威
の
自
立

･
拡
散
を
封
じ
た
｡

本
稿
で
は
右
の
御
意
見
を
参
考
に
し
た
が
'
実
際
に
は
秀
吉
は
天
皇
を
迎

え
に
御
所
に
赴
い
た
と
い
う
点
を
重
視
し
た
い
と
思
う
｡

(3
)
本
稿
で
は
'
『衆
楽
行
幸
記
』
は
'
東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
写
真
帳

(大
阪

城
天
守
閣
所
蔵
本
)
を
も
と
に
し
た
｡
ま
た
へ
『衆
楽
行
幸
記
』
は

『群
書
類

従

第
三
輯

帝
王
之
部
』
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
｡

(4
)
『舞
楽
行
幸
記
』
に
つ
い
て
の
史
料
論
的
な
考
察
は
'
桑
田
忠
親

『太
閤
記
の

研
究
』
(徳
間
書
店
'

一
九
六
七
年
)
の
五
三
頁

～
六
二
頁
を
参
照
｡

(5
)
『国
史
大
事
典

7
』
(吉
川
弘
文
館
'
渡
辺
武
執
筆
部
分
の
衆
楽
行
幸
記
の

と
こ
ろ
'
四
〇
三

･
四
〇
四
頁
)
で
は
､
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
が
大
村
由
己

の
自
筆
本
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
本
は
'
秀
吉
が
後

陽
成
天
皇
に
献
上
し
た
も
の
､
ま
た
は
正
山

(昌
山
'
足
利
義
昭
カ
)
に
贈

っ
た
も
の
の
'
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
｡

(6
)
『舞
楽
行
幸
記
』
で
は
最
後
の
と
こ
ろ
で
､
｢古
諺
云
ふ
し
と
し
て
､

大
徳

ハ
t
か
な
ら
す
そ
の
位
を
え
t
か
な
ら
す
そ
の
名
を
得
'
か
な
ら

す
そ
の
い
の
ち
な
か
き
こ
と
を
う
る
と
な
ん
'

と
記
し
て
い
る
｡
と
こ
ろ
で

『中
庸
』
に
は
'

故
に
大
徳
は
必
ず
其
の
位
を
得
'
必
ず
其
の
禄
を
得
'
必
ず
其
の
名
を

得
'
必
ず
其
の
鳶
を
得
へ

と
あ
る

(赤
塚
忠
著

『帖
解
新
釈
漢
文
体
系
2
』
明
治
書
院
'
1
9
6
7
年
'

二
四
三
頁
)｡
こ
の

『中
庸
』
の
記
述
と
'
先
の

『衆
楽
行
幸
記
』
の

｢古
諺

云
ふ
｣

の
と
こ
ろ
の
記
述
は
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
従

っ
て
へ
『衆
楽
行

幸
記
』
の
著
者
は
'
こ
の

『中
庸
』
の
右
の
記
述
を
も
と
に
し
て
'
｢古
諺
云

ふ
｣

の
と
こ
ろ
の
記
述
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

(7
)
『当
代
記
』
(『史
籍
雑
纂
』
第
二
)
の
五
四
頁

･
五
五
頁
｡

(8
)
『言
経
卿
記
』
(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
)
､
『御
ゆ
と
の
上
の
日

記
』
(続
群
書
類
緊
完
成
会
t

l
九
三
四
年
)
第
八
の

一
七
三
頁

･
一
七
六

頁
'
『多
聞
院
日
記

四
』
(『増
補
史
料
大
成
』
臨
川
書
院
'

一
九
七
八
年
)

の

二

七
頁

･
l
l
八
頁
.

(9
)
『衆
楽
行
幸
記
』
の
行
列
の
記
述
に
よ
れ
ば
'左
大
臣
近
衛
信
輔
の
ま
え
に
｢此

次
｣

と
あ
り
'
ま
た
前
田
利
家
の
ま
え
に
も

｢此
の
次
｣

と
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
こ
の
二
箇
所
で
行
列
が
大
き
-
区
切
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
｡

(10
)
例
え
ば
､
溝
口
秀
勝

(大
聖
寺
城
'
加
賀
江
沼
郡

･
能
美
郡
の
内
四
万
四
千

石
)
･
市
橋
長
勝

(美
濃
今
尾
城
'

1
万
石
)
･
九
鬼
嘉
隆

(鳥
羽
城
'
伊
勢

志
摩
両
国
三
万
五
千
石
)
･脇
坂
安
治

(須
本
城
､
淡
路
三
万
石
)
な
ど
で
あ

る

(『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
参
照
)｡

(11
)
貞
治
五
年

二

三
六
六
)
の
『年
中
行
事
歌
合
』
(『群
書
類
従

第
五
輯

公

事
部
』
所
収
へ
四
四

一
頁
)
の
四
十
四
番
と
こ
ろ
の
左
右
の
歌
の
う
ち
'
右

の
歌
に
対
し
て
伴
者
は
､
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右
の
行
幸
と
申
は
'
天
子
の
み
ゆ
き
に
､
万
民
竜
顔
を
拝
し
恩
沢
を
蒙

る
故
に
さ
い
わ
い
と
申
也
､
さ
れ
ば
行
て
幸
す
と
申
す
な
り
､

と
評
し
て
い
る
｡

こ
の
記
述
は
､
『舞
楽
行
幸
記
』
の
行
幸
の
説
明
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ

る
｡
こ
の
よ
う
に
､
『衆
楽
行
幸
記
』
の
行
幸
に
つ
い
て
の
説
明
が
特
別
な
も

の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
｡

な
お
､
後
漢
の
葉
m
]漢
の

｢濁
断
｣

(

長
滞
規
矩
也
解
題

『和
刻
本
漢
寿
随

筆
集

第
十
集
』
所
収
､
汲
古
書
院
､

一
九
七
四
年
)
で
は
､
天
子
の
行
幸

に
つ
い
て

幸
者
宜
幸
也
､
世
俗
謂
幸
烏
債
倖
､
車
賀
所
至
､
臣
民
被
其
徳
滞
以
侯

倖
､
故
日
章
也
､

と
説
明
し
て
い
る
｡
日
本
に
お
け
る
天
皇
の
行
幸
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
､

右
の
よ
う
な
も
の
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

(12
)
衆
楽
第
行
幸
の
同
年
に
即
ち
､
天
正

一
六
年
七
月
に
豊
臣
政
権
は
有
名
な
刀

狩
令
を
出
し
て
い
る

(『島
津
家
文
書
』
三
五
三
号
)
｡
こ
の
刀
狩
令
の
三
条

目
に
は
こ
の
刀
狩
り
の
こ
と
を
､
｢誠
国
土
安
全
'
万
民
快
楽
の
基
也
､
｣
と

の
べ
て
い
る
｡

こ
れ
は
､
『衆
楽
行
幸
記
』
の
｢国
家
安
全
の
ま
つ
り
こ
と
是
に
す
-

へ
か

ら
す
､
｣
と
表
現
が
よ
-
似
て
い
る
｡
し
た
が

っ
て
､
こ
の
天
正

一
六
年
頃
に

豊
臣
政
権
は
自
ら
の
政
策
の
正
当
化
の
た
め
に
､
｢国
家
安
全
｣

･
｢国
土
安

全
｣

と
い
う
表
現
を
し
ば
し
ば
用
い
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
0

つ
ま
り
､
『衆
楽
行
幸
記
』
の
こ
の
記
述
も
豊
臣
政
権
の
意
図
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

な
お
､
東
山
御
文
庫
所
蔵
本
で
は
､
｢国
土
安
全
の
ま
つ
り
こ
と
｣

と
し
て

い
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
『衆
楽
行
幸
』
は
諸
本
の
間
に
､
語
句
の
異
同
が
み
ら

れ
る
｡
現
存
す
る

『衆
楽
行
幸
記
』
の
綿
密
な
比
較
考
証
が
必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
｡

(13
)

『群
書
類
従

第
三
輯

帝
王
之
部
』
(六
二
五

～
六
二
九
頁
)
の

｢天
正
二

十
年
正
月
廿
六
日

行
幸
衆
楽
第
之
行
列

同
廿
八
日
還
御
｣

を
参
照
｡

(早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)


